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「きみがいいねくれたら」（きゃりーぱみゅぱみゅ）

の２曲に合わせて踊りました



令和元年 11 月１日 （2）

　平成 30 年度の一般会計と特別会計（7 会計）の決算が 9 月の議会定例会において承認されました。
村民の皆さんが納めている税金（村税）や国・県からの支出金、村債（借金）などが私たちの暮らしに
どのように使われたかを理解していただくため、決算について説明します。
　平成 30 年度の一般会計歳入総額は 2,063,738 千円で、歳出総額は 1,898,778 千円でした。また、
特別会計を含む全会計の歳入総額は 2,867,042 千円で、歳出総額 2,683,590 千円となりました。
　歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は 183,452 千円となりましたが、この内 61,072 千
円は令和元年度で行う事業の財源となるため、これを除いた 122,380 千円が実質的な黒字額となり
ます。
　目的別歳出状況のうち前年から増額となったのは総務費・土木費・消防費・災害復旧費で、このう
ち総務費については行政情報告知端末のタブレット型への更新事業による増加、土木費については台
風被害による村道修繕費・河川修繕費の増、若者定住応援補助金の増、消防費については常備消防費
の増、災害復旧費については台風災害による農地の復旧費などが要因となっています。また、前年か
ら減額となったものを上位から見ますと、商工費・農林水産業費については普通建設費の減、諸支出
金については基金積立金の減、公債費については過疎債・災害復旧債などの元利償還金の減となって
います。公債費については、平成 30 年度は減少しましたが、令和 2 年度をピークに増加傾向となっ
ています。

会 計 名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 形 式 収 支 翌年度繰越財源 実 質 収 支
Ａ Ｂ Ｃ（Ａ−Ｂ） Ｄ Ｅ（Ｃ−Ｄ）

一   般   会   計 2,063,738 1,898,778 164,960 61,072 103,888
特   別   会   計 803,304 784,812 18,492 0 18,492
国 民 健 康 保 険 291,937 282,212 9,725 0 9,725
国 保 診 療 所 105,897 105,897 0 0 0
簡 易 水 道 59,901 59,701 200 0 200
介 護 保 険 207,719 199,252 8,467 0 8,467
介 護 サ ー ビ ス 714 714 0 0 0
浄 化 槽 91,244 91,144 100 0 100
後期高齢者医療 46,030 46,030 0 0 0
合　　　計 2,867,042 2,683,590 183,452 61,072 122,380

平成 30 年度　決算総括表 （単位 : 千円）

平成 30 年度　        決　算　公　表
  一般会計

歳 入  　2,063,738 千円（増減率 　0.7％）

歳 出 　 1,898,778 千円（増減率 △1.4％）



広報どうし 467 号（3）

区　　　分
平成 30 年度 平成 29 年度

増減額 増減率
決算額 構成比 決算額 構成比

議 会 費 37,402 2.0% 39,783 2.1% △ 2,381 △ 6.0%
総 務 費 443,357 23.3% 333,936 17.3% 109,421 32.8%
民 生 費 226,937 11.9% 230,558 12.0% △ 3,621 △ 1.6%
衛 生 費 102,109 5.4% 106,629 5.6% △ 4,520 △ 4.2%
農林水産業費 225,207 11.9% 257,458 13.4% △ 32,251 △ 12.5%
商 工 費 63,291 3.3% 79,554 4.1% △ 16,263 △ 20.4%
土 木 費 197,982 10.4% 169,000 8.8% 28,982 17.1%
消 防 費 100,985 5.3% 100,521 5.2% 464 0.5%
教 育 費 179,686 9.5% 190,796 9.9% △ 11,110 △ 5.8%
災 害 復 旧 費 6,961 0.4% 0 0% 6,961 皆増
公 債 費 308,729 16.3% 325,744 16.9% △ 17,015 △ 5.2%
諸 支 出 金 6,132 0.3% 91,135 4.7% △ 85,003 △ 93.3%
歳  出  合  計 1,898,778 100.0% 1,925,114 100.0% △ 26,336 △ 1.4%

一般会計目的別歳出状況 （単位：千円）

人口 1,683 人　（H31.4.1 現在）

１人あたり合計 1,128,210 円

村民１人あたりの
目的別歳出内訳

平成 30 年度　        決　算　公　表道志村 の家計簿

歳 入
一般会計歳入合計

2,063,738 千円

歳 出
一般会計歳出合計

1,898,778 千円

議 会 費 22,223 円 土 木 費 117,636 円

総 務 費 263,433 円 消 防 費 60,003 円
民 生 費 134,841 円 教 育 費 106,765 円
衛 生 費 60,671 円 災 害 復 旧 費 4,136 円
農 林 水 産 業 費 133,813 円 公 債 費 183,440 円
商 工 費 37,606 円 諸 支 出 金 3,643 円

合　　　計 1,128,210 円

区　　　分
平成 30 年度 平成 29 年度

増減額 増減率
決算額 構成比 決算額 構成比

村 税 220,062 10.7% 212,302 10.4% 7,760 3.7%
使 用 料 等 53,637 2.6% 51,441 2.5% 2,196 4.3%
寄 付 金 等 139,360 6.8% 206,499 10.1% △ 67,139 △ 32.5%
繰 越 金 124,771 6.0% 117,054 5.7% 7,707 6.6%
諸 収 入 15,197 0.7% 16,874 0.8% △ 1,677 △ 9.9%
譲 与 税 等 48,972 2.4% 46,249 2.3% 2,723 5.9%
地方交付税 1,008,116 48.8% 1,009,550 49.2% △ 1,434 △ 0.1%
国県支出金 170,191 8.2% 179,762 8.8% △ 9,571 △ 5.3%
村 債 283,432 13.7% 210,153 10.3% 73,279 34.9%

歳 入 合 計 2,063,738 100.0% 2,049,884 100.0% 13,854 0.7%

一般会計歳入状況 （単位：千円）
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主要な事業の成果について
区分 事業名 決算額 事業内容

議会費 議会運営 29,983 定例会 4 回、臨時会 1 回開催。議員定数 10 名。

総務費

水カフェどうし整備運営事業 16,219 横浜市内にて村の情報発信や販路拡大の拠点となる施設の運営委託。　

道志村移住定住事業 5,233 道志村移住支援センター（Do・Shift ！ ) の運営委託。お試し住宅運営。
移住定住奨励助成金など。

オリンピック・パラリンピッ
ク推進費 2,804

2020 年に開催される東京オリンピックの自転車ロードレースのコー
スとなったことで、村民の機運醸成に努めるため、各種イベントや横
断幕・パネル等の作成。

公共交通対策事業 17,264 運行補助金による路線バスの維持。（路線 5 系統）高校生通学支援実証運行事業の実施。

情報通信施設管理事業 127,402 告知システム及び光幹線の維持管理。告知システムをタブレット端末へ更改。

民生費

学童保育運営事業 3,096 小学校の放課後に保護者に代わり子どもたちの見守りを行う。入所児
童 15 名／開所日数 243 日

保育所運営事業 39,531 保育の必要性のある児童を保護者に代わって集団で保育を行う。入所児童数 30 名

介護慰労金支給事業 1,888 要介護 4 以上の高齢者を介護している家族への慰労金支給（20,000 円／月額）

衛生費

いきいき健康村どうし健診事業 7,431 生活習慣病の予防、疾病の早期発見・早期治療を目的として基本健診・ガン検診を
実施。また、健診日に受診できなかった人などを対象に人間ドック費用の一部を助成。

予防接種事業 3,256 全村民を対象に季節性予防接種費用の一部を助成。村独自事業として
任意接種の【おたふくかぜ】【ロタウイルス】の全額助成。

一般廃棄物処理事業 48,554 粗大ごみ運搬・処理委託、し尿・汚泥を除く一般廃棄物運搬・処理委託、
不法投棄の撤去作業等。

農林
水産業費

農村地域防災減災事業（県営事業） 24,417 【工事】土砂崩落防止施設（戸渡・川村）、防火水槽（長幡西）、用水路（境沢）
【委託】農村地域防災減災推進計画策定

農業基盤整備促進事業 10,311 長又用水路改修工事、農道小室久保支線 3 号線舗装工事

中山間地域所得向上支援事業 74,000 【繰越】鳥獣害防止柵（矢崎向・板橋・滝原・下中山・猿口）、農道川
原畑線支線 7 号線開設工事、谷相用水路改修工事

地籍調査事業 4,631 大室指地区（10-1）の面積測定、地籍図・地籍簿の作成。

村内景観間伐事業 1,871 通行する際の見通し確保、日当たりの悪い箇所の改善のため国道沿いの民有林の間伐実施。

林内路網整備事業 6,909 地域の森林整備活動促進のため、路網（林内作業道）の整備。（谷相・長又・田代）

林道維持管理事業 12,849 村内の森林整備活動推進のため、林道 21 路線の維持管理。

商工費
観光施設維持・管理事業 29,327 観光施設修繕（道の駅、温泉、水源の森）、観光施設運営委託費（温泉）など。

清流の花火大会開催事業 2,496 道の駅どうしを会場として、9 月 16 日（日）に開催。花火大会実行委員会への
運営補助金。打ち上げ花火 1,040 発、小型煙火 1,000 発。ナイアガラ花火 100m。

土木費

若者定住応援補助事業 10,101 村内に定住する若者等に対し、住宅の取得・増改築への補助金交付。
村内定住者 4 名。移住者 1 名。

村道改良事業 25,217 【現年】村道谷相～池之原線落石防護柵設置工事 【繰越】村道道坂線改良工事

村道維持管理事業 13,695 村道 97 路線の維持管理。（舗装・水路修繕、台風災害に伴う土砂撤去・修繕など）

橋梁長寿命化修繕事業 28,971 【現年】岩花橋耐震補強補修詳細設計 【繰越】一之橋耐震補強補修工事

村営住宅管理運営事業 5,636 村営住宅（池之原団地、谷相住宅、若者定住促進住宅）の管理運営。

消防費

広域常備消防事務委託事業 74,710 広域常備消防に係る事務全般を都留市消防本部に委託。３交代制での消防事務。

災害対策事業 3,421 総合防災訓練の実施、災害警戒・対策本部の運営、防災備蓄品の更新・
整備、自主防災組織運営支援補助金の交付（長又・野原）。

防災行政無線管理事業 7,135 防災行政無線の維持管理。長又・白井平地区の子局の改善。

教育費

道志村スクールバス委託事業 32,783 富士急山梨バス㈱にスクールバスを委託（小学校 2 両、中学校 2 両）

高等学校等就学に対する助成
事業 5,040 村内に住所がある高校生を扶養する世帯に対し、高等学校等への就学

に係る費用の一部を助成（高校生 1 名につき 10,000 円／月額）

道志村学校施設整備事業 24,449 小中学校校舎裏舗装工事、旧小学校解体工事（一部繰越）

諸支出金 基金積立金 6,133 人と自然が輝く水源の郷づくり道志村応援基金（ふるさと納税）4,000
千円、暮らし向上 1,900 千円、その他基金 233 千円

（単位 : 千円）
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～平成 30 年度決算に基づく健全化判断比率等の状況～

平成 28 年度 6.24081
平成 29 年度 8.97579
平成 30 年度 8.21792

○公営企業に係る資金不足比率の状況 ○実質公債費比率（単年度の比率）

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
26 年 度 決 算 － － 5.9 －
27 年 度 決 算 － － 6.1 －
28 年 度 決 算 － － 6.2 －
29 年 度 決 算 － － 7.1 －
30 年 度 決 算 － － 7.8 －

用 語 の 説 明

福祉、教育、村づく
り等を行う一般会計
等（診療所特別会計
を含む）の赤字の大
きさを、標準財政規
模に対する割合で表
したものです。

すべての会計に生じ
ている赤字の大きさ
を、標準財政規模に
対する割合で表した
ものです。

毎年度経常的に収入される
財源のうち、実質的な公債費
相当額（普通交付税措置分を
除く）に充当されたものの占
める割合の前 3 年度の平均
値を指標化し、資金繰りの危
険度を示す比率です。

借入金や将来支払って
いく可能性のある負担
等の現時点での残高の
程度を指標化し、将来
財政を圧迫する可能性
が高いかどうかを示す
指標です。

○健全化判断比率の状況 （以下単位：％）

※－は０％以下のため数値として算出されません。

実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率の健全化判断比率４指標と公営企業の資金不足比
率について毎年公表し、指標が基準以上となれば「早期健全化団体」・「再生団体」・「経営健全化団体」として、財政
健全化計画等を策定し、早期に財政の健全化や再生を図ることを義務付けた法律です。

○財政健全化法とは・・・？

区分 資金不足額 資金不足比率
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － －
浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 － －

　　　　　　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規
模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示す比率です。
用 語 の 説 明

　H30 年度末の地方債残高（特別会計含む）は、およ

そ 42 億 5,800 万円で、前年度から 3,450 万円減少し

ました。これは、事業費の削減等により起債発行額を

抑制したためです。

　内訳については、臨時財政対策債 8 億 900 万円、過

疎対策事業債 20 億 5,400 万円、その他の地方債 5 億

3,100 万円、特別会計 8 億 6,400 万円となっています。

　H30 年度末の基金残高（特別会計含む）は、およ

そ 20 億 7,300 万円で前年度から 3,800 万円増加しま

した。

　内訳については、財政調整基金 6 億円、村債管理

基金 1 億 3,300 万円、その他基金 13 億 4,000 万円と

なっています。

（単位：千円）
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年
度
比
で
は
1.6
％
増
加
し
て
い
る
。
前
年
度
比
か

ら
増
加
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
学
校
建
設
等
の

起
債
償
還
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

目
安
と
な
る
早
期
健
全
化
基
準
25
・
00
％
と
比
較
す

る
と
、
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
良
好
と

認
め
ら
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、実
質
公
債
費
比
率
は
、

過
去
３
年
間
の
平
均
値
の
た
め
、
今
後
も
上
昇
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
財
政
状
況
に
十
分
留
意
し
、
推

移
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
想
定
さ
れ
る
大
規

模
な
事
業
と
し
て
庁
舎
建
設
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

事
業
の
重
要
度
や
必
要
性
を
検
討
し
た
上
で
、
将
来

的
に
有
効
な
財
政
計
画
を
定
め
る
と
と
も
に
、
計
画

的
で
堅
実
な
管
理
運
用
を
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

早
期
健
全
化
基
準
値
に
至
ら
ぬ
よ
う
財
政
健
全
化
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
出
の
状
況
を

見
る
と
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
村
民
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
防
災
、
福
祉
、
農
林
業
、
教
育
関
連
事
業

な
ど
、
き
め
細
か
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
引
き
続
き
小
規
模
自
体
の
強
み
を
活
か
し
、

顔
の
見
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
持
続
的
活

用
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
策
定
事

業
」、「
村
内
景
観
間
伐
事
業
」、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
誘
致
事
業
」、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
推
進
事
業
」
な
ど
新
規
事
業
も
積
極
的
に
展
開
さ

れ
て
お
り
、
今
後
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

長
期
的
展
望
を
持
っ
て
方
向
を
し
っ
か
り
見
定
め
た

上
、
制
度
設
計
等
入
念
な
事
前
準
備
に
基
づ
き
実
施

さ
れ
る
よ
う
願
う
。
人
口
対
策
に
つ
い
て
も
福
祉
・

教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
、
か
つ
、「
結
婚
相
談
事
業
」

な
ど
実
施
す
る
こ
と
で
出
生
率
向
上
に
向
け
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
移
住
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
る
た
め
の
各
種
事
業
な
ど
整
備
実
施
さ

れ
、
移
住
者
も
増
加
し
て
お
り
徐
々
に
成
果
が
現
れ

て
い
る
。
一
方
、
依
然
移
住
希
望
者
の
住
宅
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
た
め
、
計
画
的
に
住
宅

整
備
等
を
実
施
す
る
よ
う
対
策
が
望
ま
れ
る
。
本
村

の
風
土
や
地
形
を
活
か
し
「
住
ん
で
み
た
い
村
、
住

ん
で
良
か
っ
た
村
」
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
移
住
定
住
環
境
整
備
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

全
体
的
に
総
合
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
各
種
施
策
に

対
し
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性
も
図
ら
れ
、
住
民
の
意
向

に
沿
っ
た
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

目
的
別
歳
出
状
況
か
ら
支
出
の
変
動
に
つ
い
て
分

析
す
る
と
、
対
前
年
度
比
で
総
務
費
32
・
８
％
、
土

木
費
17
・
１
％
、
消
防
費
0.5
％
が
増
加
し
て
お
り
、

議
会
費
6.0
％
、
民
生
費
1.6
％
、
衛
生
費
4.2
％
、
農
林

水
産
業
費
12
・
５
％
、
商
工
費
20
・
４
％
、
教
育
費

5.8
％
、
公
債
費
5.2
％
、
諸
支
出
金
93
・
3
％
が
減
少

　
【
一
般
会
計
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
の
状
況
は
、

２
，
０
６
３
，
７
３
８
千
円
で
前
年
度
決
算
額
２
，

０
４
９
，
８
８
４
千
円
に
対
し
０
・
68
％
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

歳
入
に
お
け
る
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
は
26
・

８
％
で
、
依
存
財
源
が
73
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、

依
然
と
し
て
自
主
財
源
の
低
い
財
政
状
況
下
に
あ
る
。

自
主
財
源
の
確
保
は
、
自
立
と
持
続
す
る
村
づ
く
り

に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
人
口
増
加
に
よ
る
税
収
増

や
交
流
人
口
増
加
に
よ
る
公
共
施
設
使
用
料
増
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
自
主
財
源
の
割
合
増
へ
の
努
力

を
継
続
し
て
行
う
よ
う
求
め
る
。

　

主
要
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
に
つ
い
て
収
入

状
況
を
見
る
と
全
体
の
10
・
66
％
を
占
め
、
調
定

額
は
２
２
５
，
１
０
０
千
円
で
対
前
年
度
比
６
，

１
８
６
千
円
（
2.8
％
）
の
増
加
で
あ
っ
た
。
収
納
率

は
97
・
８
％
と
対
前
年
度
比
0.8
％
の
増
と
な
っ
た
。

村
民
税
に
つ
い
て
は
、
高
額
の
株
式
等
譲
渡
所
得
が

あ
っ
た
た
め
、
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。
ま

た
、
法
人
税
は
収
益
回
復
に
加
え
、
過
事
業
年
度
の

期
限
後
、
申
告
が
多
く
増
額
に
な
っ
た
。
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
税
額
が
変
更
と

な
っ
た
。
賦
課
台
数
は
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る

　

地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
決
算
状
況
を
審
査
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

道
志
村
監
査
委
員
　
山
口
　
米
一

同
　
　
　
　
　
　
　
出
羽
　
和
平

審
査
の
実
施
期
間

　

令
和
元
年
8
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
3
日
間

審
査
の
方
法

　

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
30
年
度
歳
入
歳

出
決
算
書
、
平
成
30
年
度
決
算
状
況
及
び
主

要
な
施
策
の
成
果
を
も
と
に
、
財
務
に
関
す

る
事
務
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
の
執
行

に
つ
い
て
、
書
類
審
査
と
関
係
職
員
か
ら
の

説
明
聴
取
を
実
施
し
た
。
関
係
法
令
等
に
準

拠
し
、
経
済
性
や
効
率
性
、
有
効
性
の
観
点

で
事
務
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
主
眼
と
し

て
検
査
照
合
し
た
。

審
査
結
果

　

予
算
の
管
理
状
況
、執
行
状
況
に
つ
い
て
は
、

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
が
、

そ
の
内
容
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
審
査
意
見

は
、
以
下
に
記
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

決 

算 

審 

査 

意 

見 

書
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今
後
の
予
算
配
分
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
を
反

映
し
つ
つ
、
住
民
の
意
向
に
配
慮
し
、
事
業
の
必
要

性
や
効
率
性
、
優
先
順
位
に
つ
い
て
的
確
な
選
択
を

行
い
、
事
務
事
業
の
円
滑
な
実
施
が
な
さ
れ
る
よ
う

更
な
る
努
力
を
求
め
る
。

　
【
特
別
会
計
】　　

　

特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入
８
０
３
，

３
０
４
千
円
で
対
前
年
度
比
４
１
，
８
９
５
千
円

（
4.9
％
）
の
減
少
、
歳
出
７
８
４
，
８
１
２
千
円
で
対

前
年
度
２
７
，
９
９
６
千
円
（
3.4
％
）
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
各
会
計
に
お
い
て
実
質
収
支
が
赤
字
決
算

と
な
る
会
計
は
な
い
。

　

な
お
、
次
の
会
計
に
お
い
て
は
、
以
下
の
記
述
の

と
お
り
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

　
「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」

　

国
民
健
康
保
険
料
の
未
収
入
額
は
３
，
８
４
７
千
円

で
あ
り
、対
前
年
度
比
27
・
６
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
体
制
の
一
翼
を

担
い
、
そ
の
基
盤
を
支
え
る
制
度
で
あ
る
。
保
険
加

入
者
が
人
口
減
少
と
比
例
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
保
険
料
率
の
上
昇
が
懸
念
さ

れ
る
。
平
成
30
年
度
か
ら
山
梨
県
が
国
民
健
康
保
険

の
財
政
運
営
の
主
体
と
な
り
、
県
と
市
町
村
一
体
と

な
っ
て
国
民
健
康
保
険
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。
従
前
「
所
得
割
」「
資
産
割
」「
均
等
割
」「
平

等
割
」
の
４
方
式
で
保
険
料
を
設
定
し
て
い
た
が
、

県
内
水
準
統
一
に
向
け
、
平
成
29
年
度
か
ら
段
階
的

に「
資
産
割
」の
料
率
を
下
げ
、令
和
元
年
度
か
ら「
資

産
割
」
が
な
く
な
り
３
方
式
と
す
る
改
正
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、統
一
に
あ
た
っ
て
は
自
治
体
間
で「
税
」

と
「
料
」
の
違
い
も
あ
り
、
両
者
一
長
一
短
あ
る
が
、

し
て
い
る
。
全
体
的
に
事
務
の
見
直
し
に
よ
り
削
減

さ
れ
た
経
費
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
主
な
要
因

に
つ
い
て
以
下
に
示
す
。

　

増
加
の
要
因
に
つ
い
て
、
総
務
費
は
情
報
通
信
施

設
管
理
事
業
（
端
末
更
新
工
事
）
の
実
施
に
よ
り
、
土

木
費
は
若
者
定
住
応
援
補
助
事
業
の
件
数
増
加
、
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
、
災
害
対
策
の
た
め
村
道
、

河
川
維
持
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
防
災
費
は
、

防
災
行
政
無
線
の
改
修
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

ま
た
、
減
少
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
議
会
費
は
議

会
だ
よ
り
発
行
部
数
の
見
直
し
、
民
生
費
は
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
修
繕
を
要
し
た
も
の
の
、
前
年

度
は
臨
時
福
祉
給
付
金
と
し
て
一
時
的
に
支
出
が
増

加
し
た
影
響
に
よ
り
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
に
比
例
し
て
被
扶
助
者
が
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
各
事
業
費
に
影
響
し
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
、

衛
生
費
に
つ
い
て
も
同
様
の
理
由
に
よ
る
。
農
林
水

産
業
費
も
新
規
事
業
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
計
画
作
成
や
景
観
間
伐
が
実
施
さ
れ
た
が
、
前

年
度
中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
（
一
部
30
年
度

予
算
に
繰
越
）
に
よ
り
一
時
的
に
支
出
が
増
加
し
た
影

響
に
よ
り
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
商
工
費
は
、
前
年

度
グ
リ
ー
ロ
ッ
ジ
解
体
、
善
之
木
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

ト
イ
レ
整
備
が
完
了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
相
対
的
に

減
少
し
た
。
教
育
費
も
前
年
度
小
中
学
校
防
球
ネ
ッ

ト
整
備
、
駐
車
場
整
備
等
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る

相
対
的
な
減
少
で
あ
る
。
公
債
費
は
、
小
中
学
校
整

備
事
業
起
債
償
還
は
始
ま
っ
て
い
る
が
、
中
山
間
総

合
整
備
事
業
、
村
営
谷
相
住
宅
整
備
事
業
の
償
還
が

完
了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
減
少
し
、
諸
支
出
金
は
前

年
度
植
草
浩
子
水
源
林
保
全
基
金
を
創
設
し
た
こ
と

に
よ
り
相
対
的
に
減
少
し
た
。

い
ず
れ
村
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

安
定
し
た
運
営
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

　

今
後
も
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国

保
料
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
滞
納
者
数
の
抑

制
、
未
収
入
額
の
縮
減
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力
さ

れ
、
併
せ
て
医
療
費
の
削
減
の
た
め
に
も
、
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
「
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
」

　

医
科
診
療
所
に
お
い
て
、80
％
近
く
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
薬
品
へ
移
行
し
た
こ
と
は
、
利
用
者
負
担
の
軽
減

に
繋
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
過
去
５
年
の
推
移
を

見
る
と
、
診
療
収
入
の
う
ち
後
期
高
齢
者
の
占
め
る

割
合
が
減
少
し
て
お
り
、
理
由
は
様
々
想
定
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
分
析
評
価
を
行
い
、

信
頼
さ
れ
る
村
の
１
次
医
療
機
関
と
し
て
、
引
き
続

き
村
民
の
生
命
を
守
り
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
」

　

簡
易
水
道
使
用
料
の
未
収
入
額
は
１
，
２
９
８
千

円
で
あ
り
、
前
年
度
比
1.1
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
使
用
料
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我
が
国
経
済
は
国
の
対
策
に
よ
り
緩
や
か
な
回

復
が
続
い
て
い
る
。
輸
出
を
中
心
に
弱
さ
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
企
業
収
益
が
過
去
最
高
を
記
録
す

る
中
で
設
備
投
資
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
に
よ
り
個
人
消
費
の
持
ち
直
し

が
続
く
な
ど
、経
済
が
好
循
環
で
回
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
普
通
国
債
残
高
は
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
今
年
度
末
に
は
８
９
７
兆
円
に

上
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
急
激
に
進
む
少
子

高
齢
化
で
社
会
保
障
費
の
増
大
は
著
し
く
、
こ
れ

は
、
本
村
に
お
い
て
も
状
況
は
同
様
で
あ
り
、
依

然
財
政
状
況
も
厳
し
く
自
主
財
源
が
３
割
に
満
た

な
い
中
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
解
決
に
向
け
て
努
力
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

地
方
創
生
は
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
口
移
動
を

主
と
し
て
、
地
方
の
自
立
性
、
将
来
性
、
地
域
性
、

直
接
性
、そ
し
て
結
果
重
視
の
原
則
に
即
し
て
行
っ

て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、「
選
ば
れ
る
自
治
体
」
と

な
る
に
は
、
魅
力
あ
る
村
を
創
造
す
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
同
時
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ
た

将
来
の
村
の
姿
に
向
け
て
出
生
率
を
向
上
さ
せ
て

い
く
必
要
も
あ
る
。
今
後
は
、
財
政
健
全
化
に
重

点
を
置
き
つ
つ
、恒
常
的
に
行
う
業
務
に
加
え
、「
人

づ
く
り
」「
仕
事
づ
く
り
」
と
言
っ
た
未
来
へ
の
投

資
も
並
行
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
新
た
な

施
策
を
実
施
す
る
中
で
職
員
の
役
割
と
責
任
は
重

く
重
要
で
あ
り
、
国
の
働
き
方
改
革
の
も
と
、
事

務
事
業
の
遂
行
に
お
け
る
予
算
管
理
と
適
正
な
業

務
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
材
育
成

及
び
適
正
評
価
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。
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令和元年 11 月１日 （8）

道志村消防団員が小型動力ポンプ付積載車等の消防団用車両を運転し、災害

現場に迅速に出動できるようにするため、「ＡＴ限定解除」、「準中型自動車免許」

を取得した団員に対して、取得費の一部を助成します。

１．対象者　（１）道志村消防団員であること

　　　　　（２）免許を取得する主たる目的が、消防団用車両を運転することであること。 

　　　　　（３）補助金の交付を受けたあと、5 年間以上、団員として活動する意思があること。

　　　　　（４）村税の滞納が無いこと。

 ２．助成金額　 運転免許の取得に掛かる経費の 2 分の 1 以内とし、次の区分に応じた額を限度とする。

　　　　　　　ただし、100 円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。

　　　　　 （１）ＡＴ限定解除　40,000 円　 （２）準中型免許取得　90,000 円

３．問い合わせ　道志村役場総務課　☎ 52-2111

道志村消防団員の自動車運転免許取得費の助成

　大室指地区の佐藤哲利さんより、道志村消防団活動に対して百万円の寄付

を頂きました。佐藤さんは、村民の「安全・安心」を守るために、消防団長

の指揮命令のもと団結して活動する姿に感銘を受け、消防団活動に有効に

使って頂きたいとの意向がありました。

この度の寄付金は、消防団員の活躍により、「村民が安心して暮らせる地

域づくり」を行うためのものであり、村では、消防団員が安全に活動するための装備品整備等に大切

に活用させて頂きます。 

道志村消防団活動への寄付

１．事業の目的　建物火災による死者数の 9 割を占める住宅火災であることから、平成 18 年に消防

法を改正し、全ての住宅（一般住宅）に住宅用火災警報器の設置を義務付けました。しかし、村内にお

ける住宅用火災警報器の設置率が低いことや、高齢化社会の進展とともに、独居高齢者に対する一層

の防火対策が求められることから、独居高齢者世帯を対象に住宅用火災警報器の設置を行います。

２．対象者　村内に住所を有し、消防法 ( 昭和 23 年法律第 186 号 ) に基

づく住宅用火災警報器の設置義務がある住宅 （以下「対象住宅」という。）

に居住する満 70 歳以上の独居高齢者を対象者とします。

３．設置方法 　独居高齢者の居住する対象住宅につき、住宅用火災警

報器 ( 煙式 )2 台を上限として寝室・階段・廊下に設置します。設置費

用は無料で、村が設置します。

４．問い合わせ　道志村役場総務課　☎ 52-2111

独居高齢者世帯への住宅用防災警報器給付事業

道
志
村
役
場
総
務
課　
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広報どうし 467 号（9）

夫・パートナーからの暴力やストーカーなどの事案は、依然として多く発生していることから、こ

れらの女性をめぐる様々な人権問題の解決を図るための人権相談活動を強化するため、全国一斉「女

性の人権ホットライン」強化週間を実施します。

実施期間　11 月 18 日（月）から同年同月 24 日（日）までの 7 日間

受付時間　8 時 30 分から 19 時まで　※土曜日・日曜日は 10 時から 17 時まで

　　　　　※強化週間以外は、平日の 8 時 30 分から 17 時 15 分まで

相談担当　甲府地方法務局職員、山梨県人権擁護員連合会人権擁護委員

その他　　　相談は無料で、秘密は厳守します。

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、子どもの命を奪われる重大な事件も

後を絶たないなど深刻な状況が続いています。相談は匿名で行うことも可能です。虐待などを受けた、

または受けていると思われる子どもを見つけた場合は、児童相談所全国

共通 3 桁ダイヤル「189」に連絡して下さい。「あなた」の 1 本のお電

話で救われる子どもがいます。また、子育てに悩む保護者を支援するた

めの大きな一歩となります。

11 月は「児童虐待防止推進月間」です

　県と市町村では、税の公平性を守り、税収を確保するため、

県下一斉滞納整理強化月間を設定し、合同捜索やタイヤロッ

クなどを重点的に実施します。

滞納処分の流れ

納税に困ったら早めに相談を！！

　病気や離職などやむを得ない事情で税金が納付できない場合は、収入や資産等の状況によって分割

納付ができる場合があります。納税が遅れるほど延滞金が増え、納付額が大きくなってしまいます。

※ローン返済や生命保険の支払いはやむを得ない事情にはあたりません。

11 月・12 月は税金の滞納整理強化月間 です

督促

納期限が過ぎても納付されない

場合は督促状を発送します。発

送後 10 日を経過しても納付がな

い場合は差押の対象となります。

財産調査・捜索

滞納者が所有している財産を調査

します。捜索（滞納者の自宅など

で財産を発見するために行う強制

的な立ち入り）も行います。

差押

給与・預金・

不動産・自動

車などを差し

押さえます。

換価

差し押さえた財産は、取り

立てや公売をし、換価（換金）

をします。換価して得た代

金は滞納税に充てます。

☎ 0570-070-810
（全国共通ナビダイヤル）

山
梨
県
・
道
志
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令和元年 11月１日（10）

　食生活改善推進員（以下、食改推）とは、地域からの健康づくりを推進するため、食を通したボラ

ンティア活動を行う方たちです。道志村でも 23 名（令和元年 4 月現在）の会員の方が料理教室やイ

ベント等で活躍しています。地域の健康づくりに貢献していただくだけでなく、食改推になることで

ご自身の健康や食について思慮が深まるといった声があがっています。健康や食に興味があるという

方はぜひ、食改推になって活動を盛り上げていきましょう！

　応募期間：11 月 22 日（金）まで

　講習期間：令和元年 12 月～令和 2 年 2 月

講習内容：全 20 時間の講習を受講していただきます。4 ～ 5 日間の日程で、各半日を予定しています。

　養成講習終了後の令和 2 年度より、道志村食生活改善推進員協議会の一員として活動を行っていた

だきます。

食生活改善推進員になってみませんか？
～楽しく学んで、美味しい食事を作りましょう～

　よい食生活料理教室では、食事・栄養に関するお話や調理実習を行います。役場保健師・栄養士が

サポートしますので、教室に参加して日ごろの食生活を見直すきっかけにしませんか？ 

日時：12 月 10日（火）10 時～ 13 時　　 場所：水源の郷やまゆりセンター

内容：講義・調理実習　　持ち物：エプロン、三角巾、健康づくりポイントカード、健康診断結果

申し込み：11 月 22 日（金）までに住民健康課（52-2113）までご連絡ください。

「よい食生活料理教室」の開催

< 作り方＞
① りんごは皮をむき、くし形に 8 等分して厚さ 8 ｍｍの
　 いちょう切りにする。
② 小麦粉とベーキングパウダーは合わせてふるっておく。
③ ボールに卵を割りほぐし、砂糖を加えてよく混ぜた
　 ところに②を入れて混ぜ合わせる。
④ ③に油を加え、なじんだら①を入れて混ぜ合わせる。
⑤ 型を用意してオーブンシートを敷いて④を流し入れ、
　 170℃に予熱したオーブンで約 15 分焼く。
⑥ 出来あがったら人数分に切り分ける。

< 材料＞　8 人分程できます

［１人あたり栄養量 133kcal、たんぱく質 1.8g、

脂質 5.5g、食塩相当量 0.1g］

りんごのケーキ
食育ひろば [vol.2］ 今月のおやつはりんごを使ったケーキです。りんごの旬は

10 ～ 11 月と言われていて、おいしく栄養もたっぷりなので、

ご家庭でもぜひ作ってみてください♪

R1 年 10 月保育所メニュー
手作りおやつです♪

・卵   1 個
・砂糖   40g
・油   大さじ 3

・りんご   1 個
・薄力粉   80g　　　　
・ベーキングパウダー   小さじ 1
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広報どうし 467 号（11）

　11 月 5 日（火）から住民票の写し、印鑑登録証明書、マイナンバーカードへ本人からの申請によ

り旧姓（旧氏）を併記することが可能となります。これにより、婚姻等で氏に変更があった場合でも、

今まで称してきた旧姓をマイナンバーカード等に併記し公証することができるようになります。

　申し出の方法や必要書類につきましては、お問い合わせください。

住民票とマイナンバーカード等への旧姓（旧氏）併記について

　日本赤十字は会員の皆様に支えられ、災害救護・国際

活動・救急法等の講習・赤十字奉仕団活動の推進等の活

動を実施しております。赤十字活動を資金面から支えて

くださる方々を「会員」と呼んでおり、令和元年度は自

治会長を通じて集金にご協力いただき、多くの方々にご

納入いただきました。今後共、日本赤十字社の活動に、

ご理解とご協力をお願いいたします。

令和元年度日本赤十字社会費納入のお礼

地　区　名 社　費
久保地区（月夜野～大室指） 66,000 円

長幡東地区（椿～馬場） 50,000 円
長幡西地区（竹之木～西和出村） 62,000 円

川原畑地区（谷相～釜之前） 64,000 円
神地地区（東神地～上中山） 67,000 円

善之木地区（下善之木～長又） 113,000 円
合　　　計 422,000 円

助成対象者（①、②に該当）

①障害の程度　・身体障害者手帳（１・２級）

　　　　　　　・療育手帳（Ａのいずれか）

　　　　　　　・戦傷病者手帳（特別・第１・２項症）

②自動車税・軽自動車税の減免措置
　（県内ナンバーの自動車が助成対象です。）

受付期間　１月７日（火）～２月７日（金）

・郵送は２月７日（金）消印まで有効

請求書用紙の入手方法　市町村福祉担当課窓口で受領又は富士・東部保健福祉事務所ホームページから印刷

問い合わせ 富士・東部保健福祉事務所　福祉課　☎ 0555-24-9047

県心身障害者自動車燃料費助成金の受付が始まります

受付会場・日時［各会場とも 10 時～ 15 時］
・県富士吉田合同庁舎２階大会議室
　１月７日（火）、23 日（木）
・上野原市総合福祉センターふじみ　１月 8 日（水）
・富士河口湖町役場　１月 10 日（金）
・富士吉田市民会館　１月 15 日（水）
・いきいきプラザ都留　１月 17 日（金）
・大月市総合福祉センター　１月 28 日（火）

　10 月 11 日（金）に集団献血を実施いたしました。午前は役

場前駐車場、午後は道の駅どうしで行い、村内各事業所のご理

解と村民の皆様のご協力により、78 名の参加をいただきまし

た。将来にわたる血液の安定的な確保が重要課題となっている

中で、多くの方にご協力をいただき感謝いたします。

献血のご協力ありがとうございました
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TOKYO2020
みんなの輝き、つなげていこう。

Unity in Diversity

2019.11.1 現在
オリンピック開会式まで

266日
オリンピック

特　集
VOL.11

　今年も残り 2 か月です。徐々に冷え込みが厳しくなってきました。寒い時こそ、スポーツ観戦を
して体を熱くしたいものですね。先月のラグビーワールドカップでは日本代表が素晴らしい活躍を
見せてくれ、興奮と緊張が収まりませんでした。来年のオリンピックも日本で開催するビックスポー
ツイベントです。ラグビーはもちろん、サッカーや陸上競技など目が離せない競技ばかりです。今
年の冬は来年の競技を予習して、機運を高めていきましょう。

オリンピック 300 日前イベント
1. 保育所運動会！！
　道志村保育所でオリンピック 300 日前と運動会を絡
めて、今年だけの特別な運動会を行いました。保育所
の子供たちが模擬聖火を持ち、手作りの聖火台に火を
ともしました。ミライトワとソメイティが見ている中
で、子供たちは全力を尽くしていました。特に、自転
車や聖火を使った競技など、オリンピックにちなんだ
競技が目立ちました。これから寒くなり、外で活動で
きる日が減ってきますが、子供たちの元気溢れる熱気
で暖かくしてもらいたいですね。

2. 楽っとどうし
　敬老の日のイベントとして行われる「楽っとどうし」
は、今年はオリンピック・パラリンピックの要素を組
み込み、保育所の子供たちが、村内の高齢者に対して

「パプリカ」を披露しました。普段、村内で行われる
イベントに参加できない高齢者の方にも、オリンピッ
ク・パラリンピックを身近に感じさせることができ、
高齢の方の機運醸成につながりました。

3. 道志村議会でポロシャツ着用！
　第 3 回道志村議会定例会本会議最終日に、村
議会議員及び村長・副村長・教育長他、役場管
理職職員が五輪をあしらったポロシャツを着用
して本会議を行いました。役場の職員だけでは
なく、村議会議員も機運醸成に力を入れました。
　今後、道志村で行われるイベントでも村民が
一体となり、オリンピック成功のために機運を
盛り上げていきたいです！
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マスコットのイベント出張
1. 山中湖村主催 オリンピック・パラリンピックに向けた
300 日前イベント
　山中湖で開催された 300 日前イベントに道志村のマスコッ
トたちが出張しました。富士山や山中湖を背景に、大勢のお
客さんが撮影をしていました。その他にも、SNS パネルや
カウントダウンボードも人気がありました。また、ブリヂス
トンサイクルや UTY 企画も出展しており、自転車 VR 体験や
スピードチャレンジ、ロードバイク体験などができました。

ロードレースの豆知識
ロードレースの種類って？
　多くの人がロードレースと聞くと、ツール・ド・フランスを思い浮かべるのではないでしょ
うか。ツール・ド・フランスは数日間かけて行うレースになっています。しかし、オリンピッ
クのロードレースは 1 日しか行われません。同じロードレースなのに、なぜ日数が違うので
しょうか。それは、ロードレースの中でも種類が分かれているからです。今回は、その種類
について紹介します。

1. ワンデイレース
　読んで字のごとく、1 日で決着がつく
レースとなります。最初にゴールした人
が優勝となります。オリンピックや世界
選手権などはこちらに分類されます。先
月行われた日本最大級の大会である「ジャ
パンカップ」もワンデイレースです。

2. ステージレース
　数日間かけて行われるレースとなりま
す。「各日ごとの順位」や「最終的な所要
時間」、「指定地点での通過順位」など様々
な分野での総合成績で競います。個人総
合優勝やステージ優勝、山岳賞など複数
の選手が表彰されます。ツールド・ド・
フランスやジロ・デ・イタリアなどがこ
ちらに分類されます。

2. 県民の日　富士吉田会場
　富士吉田で開催された県民の日のイベントにも、道志村
のマスコットたちが出張しました。当日は快晴で、大勢の
お客さんが来てくれました。堀内詔子衆議院議員もマス
コットと一緒に写真撮影をし、機運醸成に努めてくださり
ました。また、自転車 VR 体験やフォトスポットなども非
常に人気がありました。11 月 16 日（土）・17 日（日）にも、
小瀬スポーツ公園にて県民の日のイベントを行います。マ
スコットステージやボッチャ体験、車いすバスケ体験もで
きるので、興味のある方はぜひ参加してください。
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　9月26日（木）にやまゆりセンターにおいて、

楽っとどうしが開催されました。今年度から

形を変えて実施している、地区サロン“楽っと”

の拡大版として多くの方のご協力をいただき

盛大に開催することができました。

が開催されました !!

村から 77歳（喜寿）15名の方、88歳（米寿）14名の方に、

長年にわたり地域社会に貢献されたことに感謝の意を表する

ため、敬老祝金の贈呈を行いました。

村では「80 歳になっても自分の歯を 20 本

保とう !!」と、8020 運動を実施しています。

健診結果から 5名の方が対象となり表彰さ

れました。

民生委員・児童委員で「劇

団民生委員」を結成し、

詐欺予防の寸劇披露が行

われ、「同じような電話

が来たことがある。」と

か「電話では聞いてしま

うことが多いから気を付

けよう」など参加者から

の声がありました。

　会場は終始、歓声や笑顔、大きな拍手でとても盛り上がり

ました。参加者へのインタビューでは「楽しかった。又来年

来たい !!」という感想が聞かれました。

　また、来年みなさんで楽しみましょう !!

楽っと ど う し

中学生の力強く動きのあった太鼓演奏、美

しいハーモニーを奏でる合唱、そして保育

所児はオリンピックの公式ダンスになって

いる「パプリカ」を含む３曲を元気いっぱ

い踊りました。

今年度 100 歳を迎え

た板橋地区の長田キ

クエさんに、国、県

から百歳表彰があり、

参加者のみなさんに

紹介し、後日ご自宅

にお届けしました。
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診 療 所 だ よ り
例年、インフルエンザの流行は冬とともに到来しますが、

今年は少し早いようです。今季のインフルエンザ予防接種は
10 月初旬から行っています。まだ受けていない方は早目に予
防接種を受けることをお勧めします。予防接種によって感染が
ほぼ防げるというわけではありませんが、少なくとも「かかり
ずらくなる、かかっても重くなりずらい」という効果が望めま
す。インフルエンザワクチンは接種から 2 週間程度で効果が出
てきて、およそ 4~5 ヶ月間は効果が持続するといわれています。

風邪（インフルエンザやノロウィルスなども）は飛沫感
染や接触感染でうつります。くしゃみ・鼻水・咳・嘔吐・下
痢等により、目に見えないウィルスが周囲の空気中を漂った
り、ホコリや壁や床、衣類や寝具、タオルなどに付着します。

それが知らないうちに主に口や鼻から侵入して感染します。
知らず知らずのうちに自分の手に付着したウィルスを、無意
識のうちに自分の口や鼻へと運んでしまって感染することが
非常に多いのです。したがって、頻繁な手洗い（流水で十分
です）やマスク着用がもっとも有効な予防手段になります。
マスク着用は、くしゃみや咳でウィルスを周囲にまき散らす
ことをある程度防ぐとともに、飛沫やほこりを直接吸い込ん
でしまうことやウィルスの付着した自身の手が直接口元に触
れることを防ぐ効果もあります。

毎年繰り返し書いていますが、風邪の特効薬はなく、予
防が最も大切です。流行の季節を元気に乗り切れるよう、今
から十分に注意してみてください。

診療日　月・火・水・金／木・土（午前のみ）　休診日　日・祝日　☎ 52-2155歯科診療所より

☎ 52-2040

・月始めには保険証の提出を
お願いします。
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ご
ろまで胃カメラ検査になり
ます。
・第一・第三・第五の木曜日
と土曜日は午前中のみの診
療となり、血液検査は出来
ませんのでご了承ください。
・第二・第四土曜日は休診で
す。

11 月の予定
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

11/1 11/2
午前中のみ診療

11/3
文化の日

11/4
休診

11/5
午前：胃カメラ

11/6 11/7
午前中のみ診療

11/8 11/9
休診

11/10 11/11 11/12
午前：胃カメラ

11/13 11/14
10 時～ 11 時

保育所検診

11/15 11/16
午前中のみ診療

11/17 11/18 11/19
午前：胃カメラ

11/20 11/21
午前中のみ診療

11/22 11/23
休診

11/24 11/25 11/26
午前：胃カメラ

11/27 11/28 11/29 11/30
午前中のみ診療

休診日でない月曜日・水曜日は医師
が夜間も村内に待機しています。

ご存知ですか？

フレイル
健康寿命へのキーワード

「フレイル」とは、病気ではないけれど、年齢とともに全身の予備能力、

筋力や心身の活力が低下している状態を言います。適切な食事

と運動で再び良好な状態に戻して、健康に過ごしましょう。

あなたは
大丈夫？

□体重の減少
６カ月間で体重が
２～３kg 減少した

□疲労感
以前より疲れ
やすくなった

□身体活動の低下
外出しなくなった、
人との交流が減った

□握力低下
ペットボトルのふた
を開けにくくなった

□歩行速度の低下
横断歩道を青信号の間に
渡りきるのが難しくなった

□ フレイルセルフチェック ３つ以上当てはまると   要注意
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　皆さんこんにちは。移住支援センターの大野です。

　ゴールデンウィークから 9 月いっぱいまで、移住希望

者さんたちの物件案内、移住相談、お試し住宅利用など

忙しい業務が続きました。移住相談はそれぞれの立場（単

身者、年齢、男、女、家族、同居、自営業者など）によっ

て様々です。それぞれに合わせた移住計画と住まい探し、

人間関係などを総合的に見ていく事が求められます。4

月からの 8 月までの相談件数はのべ件数で 105 件でし

た。そのうち直接来て下さり、移住につながっているの

は 10 月現在で 6 組 11 名です。毎年、村の中で誕生し

ている新生児くらいの人数が増えているのと、その移住

者さんが道志村内で第二子目を産んでくれ、道志村の人

口対策、少子化に協力してくれている事実もあり、大変

喜ばしいです。子は村の宝なので、どんどん赤ちゃんや

子どもが増えて欲しいですね。現在子どもがいる移住者

さんの一日体験入学も小学校・中学校からの協力のもと

行っているところです。体験した子どもはもちろん、道

志村の子どもたちも大変喜んでいると小学校側からもお

言葉をいただいております。

　今後は、村の中で祖父母や親類のいない家庭の子育

て支援や相互協力が重要な課題になってくると思いま

す。しかしながら村としては限られた人員、機関では

できる事に限りがあるのも実情です。そんな問題をど

のように解決し子育て世代の家族の移住を促進、定住

に繋げるのかが今後私たち支援センターの課題でもあ

ります。

　親類がいない、子育て支援が十分受けられない村での

母親のサポート体制をどのように考えるべきか？　そ

の為の母親同士のネットワークや、子育てが終わって

時間に余裕のある方々との結びつきや子育て支援への

理解などをどのように形にしていくか考えています。

　最終的には地区ごとの交流や活動参加、村の行事へ

の協力などで移住者さん自身が村に貢献をして、名前

を憶えてもらう事から始めなければいけないのかなぁ

と思います。

　村の支援は都会と違います。自分が差し出して初め

て得られるモノがある事を移住者の方には理解してい

ただき、その上で話を進められたらと思っています。

　それは最近起こった事件や台風被害への救援活動を

目の当たりにして村の方々の結束の強さと助け合う行

動の姿を拝見し、改めて感じた事でした。このような

局面では、村の人たちが日々守っている地区ごとのルー

ルや集団行動が如実に発揮されます。自分の都合の良

い時だけ参加して何かを得ている都会での感覚とは明

らかに違う事をこの度再確認すると共に、村の方が長

年培ってきた生きる底力を垣間見たような気がして大

変感動しました。

　その感動を伝えていくのもセンターの大事な役割で

す。そして村のこのような財産を一緒に守れるような

移住者さんたちを呼び込みたいなぁと思っています。

道志村に移住者を呼ぼう！㉓

　平素は青年団活動について格別のご理解、ご協力を賜り感謝にたえません。
　さて、先般本団主催の「納涼盆踊り花火大会」には村民の皆様から多額のご寄付を賜りまことにありがとう
ございました。おかげさまをもちまして無事終えることができ、団員一同心よりお礼申し上げます。
　これからも村の発展と活性化の為、様々な行事の運営、参加に務めたいと思いますのでよろしくお願い致します。

青年団活動にご理解とご協力ありがとうございました

支　出
花火代 900,000
抽選会景品代 300,000
各種団体への謝礼金 100,000
機材・車借上・電気工事代　等 195,264
販売品等 291,538
うちわ・タオル等 101,088
諸経費 12,110
合　計 1,900,000

収　入
村補助金・助成金 800,000
寄付金 1,100,000
合　計 1,900,000

寄付金件数 333 件

収支決算額

　1,900,000　-　1,900,000　＝　   0

　　（収入） 　　　（支出） 　　　（繰越）

団体からのお知らせ
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駐在所だより　 令和元年 11 月号

発　行　大 月 警 察 署
　　　　道 志 駐 在 所
　　　　　天野　直樹
　　　　☎  52-2033

広報　道志川
 指名手配被疑者の捜査協力強化に協力を

 ゴミを燃やしてはいけません

 国際テロに関心を

　大月警察署では、「2020 年東京オリン
ピック・パラリンピック競技大会」の開催
を控え、様々な国際テロ対策を推進してい
ます。世界各国では、銃乱射事件や大型車
を歩行者に衝突させるなど多くの犠牲者を
生み出すテロ事件が発生しています。
　大月警察署から次の 2 点について、ご協
力をお願いします。

　1. 不審者・不審車両・不審物の発見時
　　には警察へ通報する。
　2. 自主警戒の強化
　　（戸締りの徹底、防犯カメラの設置等）

 狩猟期における事故防止

　令和元年度の狩猟期間は 11/15 から解禁されま
すが、秋の行楽シーズン中は登山、ハイキング、
釣りなどで入山者が増える季節でもあります。狩
猟の際には次のことに注意し、事故防止を徹底す
るようお願いします。

・銃口は絶対に人のいる方向に向けない。
・銃は常に自分で管理すること。
・脱包したら必ず機関部を開放すること。
・実包は足場が決まってから装填すること。
・猟場では矢先の確認をしっかりすること。
・注意力を養成すること。
・同行者の位置とその移動に注意すること。

　令和元年 8 月末現在、全国の警察から指名手配されている指名手配被疑者は約 600
人です。これらの被疑者は、殺人、強盗等の凶悪事件のほか、再び犯行を敢行する恐
れがあります。警察では特に重大な犯罪を起こした被疑者を選定した上で、11 月中
に全国の警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこととし、これらの被疑者の早期検挙に
取り組んでいるところです。この指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動に、皆さん
のご協力が是非とも必要です。
　「指名手配被疑者によく似た人を見掛けた」といった情報など、どんな僅かなこと
でも結構ですので、大月警察署までご連絡をお願いします。

　秋になり、落ち葉がでる季節になりました。空気が乾燥していますので、落ち
葉や枯れ葉を燃やす際は、消火準備をした後に火が燃え移らない場所で行ってく
ださい。
　また、事業で出たゴミだけでは無く、家庭から出た一般ゴミを燃やしても廃掃
法（焼却禁止）違反に、燃やす方法や状況によっては、軽犯罪法（火気乱用）違
反などの犯罪になる場合がありますので、ゴミなどを自分で燃やさないようにし
てください。
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入　札　結　果 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する
法律第 8 条第 1 項に基づき入札結果を公表します。

 工事
工事名 落札者 落札金額 予定価格 工期 指名業者

浄化槽 31-1 工事 ㈲佐藤設備 6,450,000 6,640,000 H31.4.24 ～ H31.7.31 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

浄化槽 31-2 工事 ㈱佐藤工業所 2,300,000 2,351,000 H31.4.24 ～ H31.7.31 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

善之木水路改良工事 ㈲坂本建設 1,279,000 1,310,000 H31.4.24 ～ H31.6.28 長田産業㈱、㈲平賀興業、㈲七里緑化、㈲坂本建設
林道道坂菜畑線舗装改良工事 渡建工業㈱ 7,030,000 7,190,000 R1.5.31 ～ R1.9.20 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、㈲渡辺工務所
村道板橋線舗装改良工事 ㈲渡辺工務所 4,740,000 4,840,000 R1.5.31 ～ R1.9.20 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、㈲渡辺工務所
道志村簡易水道長幡第 1
給水区本管布設替工事 長田産業㈱ 4,789,000 4,880,000 R1.5.31 ～ R1.9.20 ㈲佐藤設備、長田産業㈱、宮下設備工業㈱、

㈲太田水道工務店
道志村 LED 街路灯整備工事 ㈱柏木電工 6,860,000 7,000,000 R1.5.31 ～ R1.9.20 ㈱柏木電工、㈱日向、芙蓉実業㈱、井出電気㈱
道志小中学校焼却炉解体・
撤去工事 ㈲渡辺工務所 4,080,000 4,165,000 R1.6.27 ～ R1.8.30 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、

㈲渡辺工務所、長田産業㈱、㈲平賀興業
道志村保育所 LED 照明器
具取替工事 ㈱日向 1,500,000 1,530,000 R1.6.27 ～ R1.9.20 ㈱日向、㈲朝日電設工事、㈲エヌエーエム、

桑原電業㈱
道志村サテライトオフィ
ス改修工事 長田産業㈱ 8,095,000 8,312,000 R1.6.27 ～ R1.9.24 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、川上建設㈱、

㈱梶原工業所、㈱栄真工業

浄化槽元 -3 工事 ㈱七里緑化 2,100,000 2,250,000 R1.6.27 ～ R1.9.20 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

村道谷相～池之原線落石
防護柵設置工事 志村工業㈱ 15,130,000 15,230,000 R1.6.27 ～ R1.11.26 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、㈲渡辺工務所

鳥獣害防除施設設置工事 長田産業㈱ 1,600,000 1,650,000 R1.8.2 ～ R1.9.25 長田産業㈱、㈲平賀興業、㈲七里緑化、㈲坂本建設
岩花橋耐震補強補修工事 ㈱佐藤工業所 20,600,000 20,960,000 R1.10.8 ～ R2.3.25 渡建工業㈱、㈱佐藤工業所、志村工業㈱、㈲渡辺工務所

浄化槽元 -4 工事 渡建工業㈱ 7,380,000 7,560,000 R1.10.8 ～ R2.1.31 ㈱佐藤工業所、㈲佐藤設備、渡建工業㈱、
㈲七里緑化、長田産業㈱

 委託
委託名 落札者 落札金額 予定価格 工期 指名業者

浄化槽保守点検業務委託
（長又～中神地） 長田産業㈱ 3,965,000 4,036,000 H31.4.24 ～ H32.3.31 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備

浄化槽保守点検業務委託
（東神地～東和出村） ㈱佐藤工業所 3,340,000 3,404,000 H31.4.24 ～ H32.3.31 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備

浄化槽保守点検業務委託
（竹之本～月夜野） ㈲佐藤設備 3,830,000 3,880,000 H31.4.24 ～ H32.3.31 ㈱佐藤工業所、長田産業㈱、㈲佐藤設備

林道橋梁定期点検業務委託 ㈱大輝山梨支店 4,970,000 5,675,000 R1.6.27 ～ R1.9.20 ㈱パスコ山梨支店、国際航業㈱山梨営業部、
㈱大輝山梨支店、㈱三和航測甲信支社、㈱サンポー

板橋・善之木給水区本管布設
替工事測量設計積算業務委託

新日本設計㈱
山梨営業所 2,400,000 2,680,000 R1.8.2 ～ R1.9.25 新日本設計㈱山梨営業所、㈱三水コンサルタント山梨事業所、㈱東

洋設計事務所山梨出張所、オリジナル設計㈱山梨事務所、㈱サンポー
鍛冶屋前用排水路改良工事
測量設計業務委託

三和エンジニア
リング㈱ 3,000,000 3,300,000 R1.10.8 ～ R1.12.6 HAMADA 合同会社、パイロット測量設計㈱、東和測量

設計㈱、三和エンジニアリング㈱、㈱ OMT
板橋耐震補強補修詳細設計
業務委託 ㈱大輝山梨支店 8,920,000 10,084,021 R1.10.8 ～ R2.3.25 ㈱パスコ山梨支店、国際航業㈱山梨営業部、

㈱大輝山梨支店、㈱三和航測甲信支社、㈱サンポー
二里塚ポケットパーク
ウッドデッキ設計業務委託 ㈱ OMT 2,300,000 2,457,000 R1.10.8 ～ R1.12.6 HAMADA 合同会社、パイロット測量設計㈱、東和測量

設計㈱、三和エンジニアリング㈱、㈱ OMT
道志村教育施設個別計画
策定支援業務委託 ㈱大輝山梨支店 4,170,000 4,450,000 R1.10.8 ～ R2.3.25 ㈱パスコ山梨支店、国際航業㈱山梨営業部、

㈱大輝山梨支店、㈱サンポー

 物品
契約名 落札者 落札金額 予定価格 契約期間 指名業者

道志村消火資機材整備 ㈲東ポン商会 975,180 1,800,000 H31.4.24 ～ H31.6.28 三和防災㈱、㈲井出デバリ商会、東八防災㈱、
㈲東ポン商会、㈲中村ポンプ工作所

問い合わせ　総務課☎︎ 52-2111

日 場所 時間
11 月 3 日（日） 善之木体育館 7:00 ～ 12:00

11 月 10 日（日） やまゆりセンター 7:00 ～ 12:00

11 月 17 日（土）
道志小中学校 7:00 ～ 10:00
旧道志小学校 10:00 ～ 12:00

11 月 24 日（日）
みなもと体験館 7:00 ～ 10:00

月夜野消防団詰所 10:00 ～ 12:00

11 月粗大ゴミの収集
　粗大ゴミの収集を実施

しますのでご利用くださ

い。当日は収集場所に回

収業者がおります。
※粗大ごみは、必ず当日お持
ちください。
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11 月のつぼみっこくらぶ
　ママ友作りはもちろんですが、保育所入所前から他

の子どもと遊び、集団生活の練習をしてみましょう。

乳幼児期からよい食事で健康づくり！離乳食作りを学びましょう！

■日時　11 月 7 日（木）10 時～ 14 時

■場所　学童保育所「どうしっこ」

■講師　栄養士　渡辺　慧

■内容　離乳食・幼児の食事作り

＊調理実習を通して離乳食の作り方や幼児の適切な食

事作りについて学びましょう。

親子の絆を強め、自然な運動発達を促します！

■日時　11 月 21 日（木）10 時～ 12 時

■場所　学童保育所「どうしっこ」

■講師　運動士　石倉秀子

■内容　ベビー・キッズ・ママさんビクス

＊村内のお母さん達で楽しく身体を動かしながら交流

しましょう。

　 道志村役場住民健康課　☎︎ 52-2113問

11 月の「歌の会」
　「歌の会」では、ピアノ演奏に合わせて、昭和のヒッ

ト曲や童謡など、心懐かしい歌を唄ったりしています。

どなたでも参加できますので、ぜひおいで下さい。

■日程

5 日（火）、6 日（水）、11 日（月）、14 日（木）、15 日（金）、

19 日（火）、22 日（金）、25 日（月）、27 日（水）、

28 日（木）※ 14 時～ 15 時まで実施しています。

■場所　福祉センター

イベントのお知らせ

第 46 回道志村スキー教室　

　道志村体育協会では、今年も一泊二日でスキー教室

を開催します。スノースポーツを通して年齢性別問わ

ず、村民の交流を目的としていますので多くの皆様に

ご参加いただければと思います。

■日時　1 月 4 日（土）～ 5 日（日）　一泊二日

■場所　Mt. 乗鞍スノーリゾート　

　　　　宿泊→乗鞍ライジングサン山百合

■参加費　一人 2,000 円　※別途、宿泊費・レンタル

料（必要な方のみ）がかかります。

■申し込み　11 月 21 日（木）までに広報どうし 11 月

号と同時配布の参加申込書兼同意書に必要事項をご記

入の上、参加料を添えて道志村体育協会事務局（道志

村教育委員会内）までご提出ください。

■定員　45 名　

※スキー板・ウェア等のレンタル料、宿泊費は、参加

者負担でお願いいたします。

　 道志村体育協会事務局　（道志村教育委員会内）☎︎ 52-1020問

ヴァンフォーレ甲府ホームタウンサンクスデー
～道志村・西桂町共催～　

　11 月 24 日（日）山梨中銀スタジアムにおいて、ヴァ

ンフォーレ甲府ホームタウンサンクスデーが開催され

ます。今年は西桂町との共催です。対戦相手は、FC 琉

球で 14 時キックオフです。

　道志村教育委員会では、ヴァンフォーレ甲府より提

供いただいた試合チケット 50 枚を観戦希望者に配布予

定です。配布期間は、11 月 1 日（金）～ 20 日（水）まで、

先着になります。ご希望の方は、道志村教育委員会ま

でお問い合わせください。

　 道志村教育委員会　☎︎ 52-1020問

THE 伐倒テクニカルキャンプ Season3　 
　森づくりのプロの技術と知識をキャンプ形式で学ぶ

チェーンソー講習会を開催いたします。

■日時　12/27（金）～ 12/29（日）2 泊 3 日

　　　　（初日は 8:00 集合）

■場所　都留市宝の山ふれあいの里

■内容　チェーンソーの基本的使用方法、針葉樹の伐

倒（人工林間伐）、かかり木処理、クサビ活用術、広葉樹・

偏芯木の伐倒、動画によるフォームチェック

■定員　15 名

■参加費　40,000 円（受講料、宿泊費、食費、保険料込み）

　 南都留森林組合　☎︎ 43-7455問

第４回　みんなでチャレンジ！！
～ New Sports 教室～　スポーツ鬼ごっこ編
　道志村スポーツ推進委員会では、村民の体力・健康

の保持増進に役立てる機会とすること、また、村民の

交流を目的として ‘NewSports 教室 ’ を開催します。

　今回チャレンジする種目は、スポーツ鬼ごっこです。

スポーツ鬼ごっこは、チームに分かれて行う、宝を取

り合って勝敗を決める鬼ごっこです。ルールも簡単で、

子どもから大人まで楽しめる内容になっております。

　参加者みんなで新しいスポーツにチャレンジしてみ

ませんか？

■日時　11 月 22 日（金）19：00

■場所　道志体育館

■参加費　無料

■持ち物　館内履き・タオル・飲み物

 　道志村スポーツ推進委員事務局（道志村教育委員会内）　☎︎ 52-1020問
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 9 月 28 日（土）道志村保育所運動会が開催されまし
た。子どもたちは、元気いっぱいに練習の成果を十
分に発揮し、いきいきと競技に取り組みました。天
候に恵まれ、素晴らしい運動会になりました。

走った、踊った、頑張った !!
道志村保育所運動会

今年はオリンピックに

ちなんだ競技も

行いました。
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第 37 回新実戦空手大会
9 月 29 日（日）山梨市民総合体育館
S 級の部組手   優勝   水越三代
優勝おめでとうございます！

教育委員の任期満了に伴い、10 月１日付で、久保地
区の山口孝俊さんが就任されました。教育委員の任期
は４年です。教育行政の推進にご尽力いただき、ご活
躍を期待しております。

10 月 6 日（日）村民グラウンド　道志村体育協会主催
小雨が降っていましたが、中学生の太鼓、飲食ブース出
店者の皆様、ヴァンフォーレ甲府マスコットのヴァンく
んの参加、協力団体のご支援により楽しいひと時を過ご
すことができ、素晴らしい体育祭りになりました。

■硬式空手円空会 ■教育委員の紹介

■第 58 回　道志村村民体育祭り

道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

大人上位３名
第１位　堀内　ミカ　　　　　　　　　　　　　　　　
第２位　城平　夏絵　　　　　　　　　　　　　　　　
第３位　山口　博信　　　　　　　　　　　　　　　　

子ども上位３名
第１位　佐藤　大雅
第２位　加藤　己侑
第３位　加藤　陽万

■ ALT の紹介

 　みなさん、こんにちは！　

私はアナ・サントスと

申します。アメリカの

カリフォルニア州のロ

サンゼルス市から来ま

した。ロサンゼルスは

温暖で雨の少ない土地

です。道志村とは異な

りますが、私はすでに道志村がとても気に入りま

した。なぜなら山や川などの美しい自然に囲まれ、

住む人たちが皆親切で、アットホームな雰囲気を

感じたからです。来日前は不安もありましたが今

はとても安心しています。

　アメリカの大学では日本語を勉強していました。

少しなら日本語を話すことができますので気軽に

声をかけてください。

　私の趣味は絵を描くこととカラオケです。みな

さんと一緒にできたら嬉しいです。

　道志村の子どもたちとの生活を楽しみにしてい

ます。よろしくお願いします。
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Ｒ 1.10. １現在　世帯数：629 世帯　人口：1675 人（男：854 人　女：821 人）※外国人住民含む

学校だより　

秋の遠足
　9 月 27 日（金）に６年生は秋の遠足を行いました。６年生は、

山梨百名山の一つ今倉山と、360℃展望が開けた赤岩へ上り
ました。天候が気になり、実施が心配されましたが、当日は
好天に恵まれ、最高の景色を頂上から眺めることができまし
た。途中の急な登り坂や、帰りの下り坂に悩まされましたが、
６年生の底力を見せ、秋の登山を楽しむことができました。

５年生横浜訪問
  10 月 3 日（木）・4 日（金）の 2 日間、5 年生が横浜
市の招待で親善訪問団として、横浜市を訪れました。
中山小学校訪問では、道志小学校での交流会で仲良く
なった友だちに再会することができ、一緒に給食を食
べながら交流を深めました。また、川井浄水場の見学、
横浜港でのクルージング、夕食は中華街で食べまし
た。２日目は、日産自動車横浜工場での自動車組み立
て工程の見学をし、昼食は横浜ビールの驛

うまや

の食卓で
取りました。この２日間で、道志村と横浜市との「水」
を通してのつながりや、大型機械生産・整備工場の
様々な工夫を学習することができました。また、中山
小学校との交流をさらに深めることもできました。

２年生音読発表会
　2 年生は国語の学習で「お手紙」の音読練習に取り組
んできました。音読がとても上手になり、10 月 9 日（水）
の 4 校時に音読発表会を開きました。今回は、ペープサー
ト劇に挑戦です。本番前にはとても緊張していたそうで
すが、本番では、とても素晴らしい発表ができていました。

道志小学校


